
■イントロダクション

潮流とは、潮の満ち干きによっておこる
海水の流れのことである。流れが狭く
なっているところや岬の周辺では、海底
の地形により強まることがある。潮力発
電は海流の運動エネルギーを利用して
おり、風車を回転させて発電する風力
発電と似ている。 
水力や風力発電は、2005年のエネル
ギー政策法や2007年のエネルギー自
給・安全保障法によって米国議会に支援
されている。米国エネルギー省のエネル
ギー効率及び再生可能エネルギー局の
風力・水力発電プログラムは、発電効率
の向上と低コスト化が進むにつれ、発電
施設の設置を加速度的に進めている。

本プログラムでの水力発電のゴールの1
つは、海流や潮汐による発電における
高度な流体力学的技術の可能性を理
解することである。現在、様々なエネル
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ギー変換装置が提案中もしくは開発さ
れており、その種類は風力タービンのよ
うにギアボックス（増速機）経由で発電
する水力タービンから振動水中翼型発
電機にいたるまで多岐にわたる。

潮汐エネルギーは、再生可能エネル
ギーの中でも新しいテクノロジーで、二
酸化炭素を排出しないエネルギー生産
に貢献するとされている。しかし、潮力
発電の可能性を評価するためには、まず
潮流の運動エネルギーをマッピングす
る必要があるのである。

そのため、主にエネルギー省、全米科
学財団、ジョージア州から出資を受けた
ジョージア工科大学の研究者達がチー
ムを組み、ジョージア州沿岸の潮流エネ
ルギーのポテンシャル評価および発電に
最適なロケーションの選定を行った。
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＞ 新エネルギー ＞ 潮力
活用事例

ジョージア州沿岸の入り組んだ地形が生み出す強い潮の流れを可視化し、潮力発電の可能性を探る。

米国南東部における新エネルギー活用への取り組み

フィルター処理後の潮流密度の地図



■研究チームの活動

最近出版されたジャーナル (Journal of 
Renewable and Sustainable Energy 
Reviews) にも掲載されたように、チー
ムは米国海洋大気庁の電子海図、米国
立地球物理データセンター、環境脆弱
性指標マップ、米国地質調査所、アメ
リカ国勢調査局、米環境保護庁などの
GIS データを広く活用した。州や地元の
環境情報は、ジョージア州天然資源省
や米国野生生物部から提供された。

彼らはこれらの機関から集められた地
理空間データを、物理的適合レイヤ、環
境制約レイヤ、社会経済的制限レイヤの 
3つのレイヤに分類した。これらのレイヤ
には、絶滅危惧種の生息地域等環境懸
念のある区域、海上交通路や開発区域
等経済・社会的制約がある地域が含ま
れている。 

研究チームは、Esri社（米国）のサイトライ
センスを利用してArcGISを広範囲に活用
し、これらのレイヤをもとに最適なロケー
ションの選定を行った。適合性評価の
分類に必要なパラメータは、他の海洋再

生可能エネルギー、水力発電システム、
風力発電プロジェクト等の適地選定業
務をもとに作成された。

■適地選定マップの作成

ソースの異なるデータは、ArcGISを使っ
て主題毎にマージ（結合）され、適合区
域や制限区域は、関連するフィーチャを
マージして作成された。環境脆弱性の
高い区域は、危険区域のマークをつけ

て数値化され、深さや潮力の密度のラ
スタデータはArcGIS Spatial Analyst
を使って空間的なフィルター処理を行っ
た。制限区域はマスク処理を施し、輸送
ラインや送電線、 適合地までの距離は
Spatial Analystのツールボックスを使用
して計算された。最終的な結果は、電力
密度、アクセスのしやすさ、環境スコア
等のデータを重ね合わせ、それらの数値
を計算することによって得られた。 

「Geodata.govのような全国規模の
データを提供するGISポータルは、デー
タへアクセスするためのパブリックゲー
トウェイとしての役割を担い、データにア
クセスするのに非常に役立ちました。」
意思決定システムの実行を担当した
ジョージア工科大学博士研究員のZafer 
Defne氏は、このように述べている。

沿岸地域は、人間の活動、動物相、物理
現象等が複雑に重なり合い非常に動的
な生態系を成している。地理空間データ
とGISツールなしには、潮力発電施設の
適地選定を行うことはできなかったので
ある。

適合地から輸送ラインまでの正規化距離
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活用事例 ジョージア工科大学

水深によってフィルター処理を行い、潮力発電の候補地を示した図。
制限区域（赤）、危険区域（黄）、適合区域（緑）。
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